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 実験 

研究実績 

の概要 

近年，高齢化が進んでおり，それに伴い転倒者数も増加している．年間の高齢者の転倒発

生率はおよそ 20％であり，5人に1人は1年のうちに転倒しているとされる．転倒した高齢

者のうち，62～74％は何かしらの傷害があり，さらに5～10％は入院しなければならない

重篤な症候を併発するとされる．また外傷がなくとも，転倒の恐怖感や不安感から歩行に

自信をなくす転倒後症候群を生じることがある．転倒後症候群は家族にも反応し，家族の

転倒恐怖感が高齢者の行動を制限することがある．高齢者自身や家族の転倒の恐怖感から

日常生活が制限されると筋力低下を招き，結果的に健康や身体機能の低下，閉じこもり，

うつ傾向につながるとされる． 

転倒の要因に応じて，身体的な機能の低下などに起因する内的要因と，生活環境などに

起因する外的要因の二つに分けられる．内的要因として現れる身体的疾患としては，不整

脈や脳循環障害などの循環器系，パーキンソン症候群，てんかん発作などの神経系，骨折，

脱臼などの筋骨格系，白内障，緑内障，屈折異常などの視覚-認知系が挙げられる． 

そこで本研究では，特に視覚-認知系の疾患

に注目し，まず高齢者に多く発生する視覚障

害であるかすみ目と視野狭窄をVRで疑似的に

再現した．かすみ目と視野狭窄の強度は，視覚

障害の身体障害者障害程度等級表に基づき調

節した．被験者はHMDを装着し，コントローラ

付きサンダルを着用してVR空間を歩行した．

VR 空間内には，自身の足動作と同期して動作

する下肢3D オブジェクトを表示した．高さ

1.5 [cm]，4.0 [cm]，18.3 [cm] の段差 3D モ

デルのまたぎ動作を通常視野，視野狭窄状態，

かすみ目の各視覚条件で実施した．提示する

視覚を，視野狭窄は視覚障害等級2級に該当す

るように，かすみ目は視覚障害等級1級に該当

するように調整した．歩行中の被験者の足軌 
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研究実績 

の概要 

跡を計測したところ，通常視野に比べて，視野狭

窄及びかすみ目状態では足の最高到達位置が高く

なる傾向が見られた． 

また，高齢者や視覚障害者の転倒を誘発するオ

ブジェクトを多数配置したVR和室空間において，

仮想的なロービジョン状態にした被験者に歩行さ

せ，視覚状況と障害物との衝突の影響及び恐怖感

を調査した．視野状態は視覚障害の身体障害者障

害程度等級表に基づき，求心性視野狭窄2～4級，

かすみ目1～4級とした．実験の結果，かすみ目と

求心性視野狭窄を加えた状態での恐怖感の平均

は，どちらも等級が上がるにつれて上昇した．ま

た，衝突オブジェクト数の平均は，求心性視野狭

窄の 2 級および 3 級が，求心性視野狭窄 4 級

やかすみ目に比べて多かった．以上り，恐怖感が

視力の低下および視野の狭窄と関連してい

る一方で，転倒に至る足元の問題は，視力低

下よりも視野の狭窄がより強く影響するこ

とが推察される． 
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